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スピントロニクスの未利用の機能性と 

新原理計算機への展開 
 

 

講師： 深見 俊輔 氏 （東北大学 電気通信研究所） 

日時： 2021年 5月 21日（金） 午後 4時 50分 

場所： オンライン（Zoom）開催 駒場物性セミナーの HPから参加登録をお願いします 

 

スピントロニクスでは電子の持つ電気（電荷）と磁気（スピン）の二つの顔を同時に利

用することで発現する現象を明らかにし、工学的に利用することを目指す。スピントロ

ニクスが提供する代表的な機能性として、磁気情報の電気的な検出、不揮発情報記

憶、低電流での高速磁化反転などがあり、これらは既に磁界センサや不揮発性メモリ

で利用されている。本講演では、アナログ性、確率性、短期記憶などのスピントロニク

スの未利用の可能性に着目し、これらの新原理計算機への応用の可能性について

述べる。不揮発性アナログ素子[1]を人工シナプスとして用いた人工神経回路網[2]や、

熱揺らぎを積極利用する確率動作素子を人工ニューロンとして用いた疑似的な量子

計算技術[3]に関して最近の研究成果を紹介する。 
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○物性セミナーのページ 「駒場物性セミナー」で検索！  
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